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【科目】システム工学
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】後期・2 単位
【対象学科・専攻】専攻科共通・1 年次
【担当教員】

脇田 英治

【授業目標・教育方針】
システム工学について全般的、総合的に、かつ、各項目毎の基本的な要点を修得する。

【授業概要】
　現代社会は多くの複雑なシステムにより構成されている。システム工学はこのようなシステムを安全性・効率性・
経済性などを含む総合的な視点から最適となるようシステムを分析、計画、設計するための工学である。機械、電子、
物質、土木等の工学がシステムを構成する個々の技術要素を取り扱うのに対して、システム工学はそれら個々の技術
を実際の問題解決に役立つよう総合化、体系化する横断的学問である。
　システムが複雑化した現代社会においては、システムを構成する個々の技術要素に関する知識だけで対処すること
は困難であり、技術者にはシステム工学的視野も同時に要求される。本授業ではこのような要求を満足するシステム
工学の基本的な要点を総合的に学習することを目指している。

【教科書・教材・参考書 等】
脇田英治：システム工学 ( 技報堂出版 )

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
パソコン

【備考】
本科目を受講するために必要な準備学習としての授業科目は特に無い。

【成績評価方法】
［後期］中間試験：25%，期末試験：25%，その他：小テスト：50%

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(1) 基礎工学の内容は，1) 設計・システム系科目群，2) 情報・論理系科目群，3) 材料・バイオ系科目群，4) 力学系
科目群，5) 社会技術系科目群からなり，各群から少なくとも１科目，合計最低６科目についての知識と能力

【授業計画】（授業名：システム工学）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 概説・システム計画 システム概念とシステム工学、およびシステム計画の
概要について講義を行う。

第 2 回 モデル化 (1) モデリングの基礎概念とシステムの数学モデルについ
て講義を行う。

第 3 回 モデル化 (2) モデリングの基礎概念とシステムの数学モデルについ
て講義を行う。

演習を兼ねた小テスト

第 4 回 シミュレーション (1) シミュレーションの理論・方法・応用について講義を
行うる。

第 5 回 シミュレーション (2) シミュレーションの理論・方法・応用について講義を
行う。

演習を兼ねた小テスト

第 6 回 システム同定 カルマンフィルタを中心に理論・方法・応用について
講義を行う。

第 7 回 適合性評価 システムの適合性評価の理論・方法・応用について講
義を行う。

第 8 回 最適化 (1) システムの最適化の理論・方法・応用について講義を
行う

第 9 回 最適化 (2) システムの最適化の理論・方法・応用について講義を
行う。

第 10 回 信頼性 システムの信頼性の理論・方法・応用について講義を
行う。

演習を兼ねた小テスト

第 11 回 システムの特性分析 (1) システムの特性分析の理論・方法・応用について講義
を行う。

第 12 回 システムの特性分析 (2) システムの特性分析の理論・方法・応用について講義
を行う。

第 13 回 複雑系への対処 複雑系の理論・方法・応用について講義を行う。
第 14 回 数値解析演習 カオスについて解析演習（パソコン室で実施）を行

う。
第 15 回 定期試験 定期試験
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